
製品情報 

17第一工業製薬社報 No.545 拓人2008夏 

かとうひろかず　機能化学品営業部 繊維・紙パルプ薬剤担当部長　052-571-6331　h.kato@dks-web.co.jp 

 

加藤　博和 

繊維の防炎を実現する 
難燃剤 

１. 国内の防火・防炎への取り組み 

　平成１９年度の日本での火災の出火件数は、５４,５７９件、総死

者数は２,００１人で２年連続減少しているものの、火災は、私た

ちの命や財産を瞬く間に奪い取ってしまいます１）。日本では、

昭和２３年に消防組織法が制定され、従来の官治消防から自治

消防へと生まれ変わり、国家消防庁が発足しました。同じく、

昭和２３年に東京都でもデパートや映画館などの内装材を防

炎化する火災予防条例が施行されました２）。さらに、昭和４４

年に追加された消防法の防炎規制では、不特定多数の人が出

入りする場所、避難能力に劣る人の利用・収容される施設など、

火災による人的被害が大きくなる場所を防炎防火対象物(表１)

と規定し、防炎物質を使用することを義務化しています。　 

　家庭用品についても、防火意識の高まりとともに、防炎加工

したカーテンや床敷物が販売されています。また、高齢者が

増えるなかで消火器、火災報知機、安全性の高い調理・暖房器

具など防炎製品の使用が呼びかけられています。 

 

２． 繊維における防炎加工 

　私たちは、衣服だけでなく色々な形態の繊維に囲まれて生

活しています。一般的な繊維は、タバコなどの小さな火源で

も容易に大きな火災を引き起こします。 

　消防法では、防炎防火対象物（建物）で着火物となりうるカ

ーテン、布製ブラインド、暗幕、どん帳、じゅうたん、工事用シー

トなどを、防炎物品として規定しています。また規制対象外で

すが、防炎性能を有することが望ましい製品として、ふとん類、

一部の衣類、非常用品、布張家具、テント、航空機内装材、自動

車内装材などが行政指導されています。高齢化社会を迎え、

安心して生活するには繊維の防炎加工は不可欠になっています。 

３．繊維用難燃剤ピロガードFシリーズ 

　繊維製品に機能を付与することは、繊維加工技術のおもな

役割であり、防炎性を付与することもその重要な一つです。

最近の傾向としては、防炎性のみだけでなく、同時にさまざま

な機能加工が行なわれています。これらの場合、大半は防炎

性能を阻害するケースが多く、なかでも複合素材、合成エマ

ルション、はっ水剤や光触媒が介在すると防炎性が著しく低

下する問題があり、より高性能な防炎剤が要望されています。

また、用途により非ハロゲン系の防炎剤の要求も出てきてい

ます。 

　防炎化技術の形態には、繊維自体が防炎性を有するように

紡糸前に加工する原糸防炎加工と、布に処理を施して、防炎

性を付与する後加工があります。さらに後加工では、一時性防

炎と洗濯耐久性のある耐久防炎が、使い分けされています３）。 

　当社では、製品の多様性や防炎性能ごとに対応できる後

加工用途で、市場の要求に応えるための難燃剤を商品化し

ています（表2）。臭素系難燃剤のピロガードF-８００は、燃

えやすい素材、高性能が必要とされる加工に利用して頂い

ています。非ハロゲン系の要求に対しては、新規開発品と

してリン系のピロガードFP-７１０を創製しました。カーシート、

綿の一時性防炎としてピロガードF-４００Nを紹介しています。

また、じゅうたんなどのバックコート用合成エマルションとの

併用難燃剤も開発を進めています。 
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高層建築物（高さ３１mを超えるもの）、地下街 

劇場、映画館、演芸場、公会堂、遊技場、料理店、 
飲食店、デパート、マーケット、展示場、旅館、ホテル、 
病院、老人福祉施設、幼稚園、盲学校、サウナ浴場、 
映画・テレビスタジオなど 
 
 表1　防火防炎対象物（防炎物品を使用しなければならないところ） 

 

ピロガード 主用途 主成分 特　長 

Ｆ-８００ 合繊用耐久防炎 臭素化脂環族化合物 耐久防炎効果を付与 

ＦＰ-７１０ 合繊用耐久防炎 リン芳香族化合物 耐久性非ハロゲン 

Ｆ-４００N 綿用防炎 縮合リン酸カルバメート 一時性防炎 

表2　 ピロガードFシリーズ 
 

消防法第８条の３第１項 

消防法施行令別表第１ 




